
の
闘
の
住
人
井
上
次
郎
師
方
の
巾
行
ふ
に
依
て
、
木
一
も
の
六
年
で
議
大
に
進
み
、
潰
松
の
水
野
侯
に
招
か

曾
斯
る
滋
事
を
す
る
と
ぞ
聞
え
し
o
』
と
見
え
る
。
一
れ
て
滞
の
教
授
と
な
り
、
侯
の
封
を
山
形
に
移
さ
れ

ヰ
ノ
オ
モ
テ
井
面
鳳
主
却
下
町
野
郷
に
鴎
す
一
る
に
及
び
、
辞
し
て
江
戸
に
鴎
り
、
復
安
井
息
軒
に

る
部
務
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
少
し
川
上
に
井
岡
村
と
一
読
い
て
製
び
、
後
父
母
老
す
る
を
以
て
郷
に
蹄
り
、

て
公
領
あ
り
。
此
宮
は
岩
井
蛍
と
て
、
不
思
議
な
る
一
途
に
老
臣
械
山
氏
に
仕
へ
て
そ
の
儒
艮
と
な
っ
た
。

位
地
な
り
。
御
神
林
は
腕
の
緒
と
い
へ
り
。
』
と
あ
一
時
に
陸
路
元
年
三
用
。
王
政
維
新
の
際
、
燃
で
ら
れ

る
0

・
一
て
士
締
に
列
し
、
或
は
侯
に
従
う
て
京
師
に
錯
。
、

ヰ
ノ
カ
ハ
チ
井
河
内
河
北
部
井
上
住
に
臨
す
一
或
は
様
車
民
と
な
り
、
賞
士
と
な
り
、
機
排
事
に
任

る

部

務

。

一

ぜ

ら

れ

、

明

治

二

年

叉

滞

知

事

に

随

う

て

東

上

し

、

ヰ
ノ
ク
チ
井
口
能
美
抑
制
京
株
郷
に
幽
す
る
部
一
議
衆
鎌
侍
識
と
な
っ
た
が
、
己
に
し
て
厨
り
、
滞
の

務

。

一

文

壊

と

な

り

、

芭

臓

の

後

諸

説

・

校

に

敬

織

を

執

っ

た

。

ヰ
ノ
タ
チ
井
口
能
美
郡
波
佐
谷
の
内
の
小
字
。
一
梼
の

mmは
漉
泌
を
宗
と
し
た
が
、
博
開
地
底
渉
し
て
一

ヰ
ノ
タ
チ
井
口
.
石
川
郡
林
郷
に
園
す
る
部
務
。
一
一
裁
を
却
と
せ
ず
、
そ
の
経
を
解
す
る
に
訓
訪
輸
相
徴
を

天
正
十
一
年
間
周
監
臣
秀
育
の
制
札
に
も
、
.
石
川
郡
一
究
め
、
操
行
勤
館
、
性
亦
孝
友
で
あ
っ
た
。
文
化
九

弁
口
村
と
あ
り
、
寛
文
十
年
の
村
御
印
に
は
井
の
ロ
一
年
十
二
周
を
以
て
生
ま
れ
、
明
治
十
七
年
五
刃
渡
し

村

と

あ

る

。

一

た

。

年

七

十

コ

一

。

ヰ
ノ
タ
チ
ギ
へ
イ
井
口
一
義
平
幼
名
義
四
郎
。
一
ヰ
ノ
タ
チ
モ
へ
Z

井
口
茂
兵
衛
前
凹
利
家
に

護
容
に
し
て
災
義
三
郎
を
剛
氏
ひ
、
組
紗
〈
鍛
太
郎
の
養
一
仕
へ
て
旅
千
.
石
を
受
け
、
天
正
十
二
年
末
森
城
後
巻

ふ
腕
と
な
っ
て
隠
訓
極
め
て
搬
備
で
あ
っ
た
。
務
長
一
の
際
奮
闘
し
た
。
子
深
川
々
滞
に
仕
へ
る
。

じ
て
大
島
流
の
槍
術
を
感
び
、
文
枇
狛
飢
に
入
っ
て
一
ヰ
ノ
ヨ
ク
ロ
ザ
Z
モ
ン
猪
子
九
郎
左
衛
門
大

操
銃
の
法
を
習
ひ
、
明
治
元
年
鍛
太
郎
残
し
た
る
を
一
坂
碍
役
に
政
千
石
を
以
て
従
軍
し
、
街
ロ
に
於
い
て

以
て
そ
の
後
を
製
ぎ
、
血
行
力
と
し
て
百
八
十
石
を
受
一
鈴
功
が
あ
っ
た
。
寛
永
十
八
年
耶
綜
宗
門
の
こ
と
に

け
た
。
然
る
に
義
平
は
執
政
本
多
政
均
の
鴎
明
日
を
以
一
就
き
江
戸
に
赴
い
た
が
、
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
。

て
施
治
に
害
あ
り
と
し
、
二
年
入
用
七
日
山
遊
紳
太
一
後
加
到
務
臣
に
こ
の
姓
の
者
は
腐
な
い
。

郎
と
共
に
之
を
ご

J

丸
山
眠
中
に
刺
殺
し
、
四
年
二
周
一
ヰ
ノ
コ
モ
チ
愛
子
餅
務
政
の
時
、
十
周
上
亥

十
四
日
刑
獄
授
に
於
い
て
自

A
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
享
一
の
日
に
於
い
て
、
牡
丹
餅
を
作
り
前
仰
に
供
し
、
叉

年

サ

三

。

一

鏡

餅

の

如

く

重

ね

て

、

紅

葉

を

政

き

た

る

上

に

載

せ

、

ヰ
ノ
タ
チ
ザ
イ
井
口
演
遇
制
梢
嘉
一
郎
。
字
は
一
亥
の
討
に
献
げ
て
子
女
の
繁
撃
を
祈
っ
た
。
亥
子
餅

孟
篤
。
陣
川
又
は
孜
孜
堂
と
観
レ
た
。
家
悦
々
滞
に
一
と
い
ふ
の
は
こ
れ
で
、
士
家
に
於
い
て
の
み
作
ら
れ

仕
へ
て
、
持
筒
足
腹
で
あ
っ
た
。
陪
川
年
サ
七
で
江
一
た
。

戸
に
謹
製
し
た
が
、
貨
に
し
て
資
を
出
す
こ
と
を
得
一
ヰ
ノ
シ
シ
猪
安
永
五
年
十
一
一
周
加
賀
滞
の
法

な
か
っ
た
。
乃
ち
諸
各
家
に
臨
り
、
乞
ひ
て
腐
ら
脊
一
令
に
、
『
近
年
猪
多
相
成
、
凹
畑
喰
荒
候
闘
及
承
候
。

汲
の
役
に
笛
り
、
以
て
識
を
受
け
た
が
、
是
の
如
き
一
依
耐
是
以
後
病
狩
紛
候
は
ど
、
一
疋
に
米
一
斗
宛
矯

ヰ
ノ
l

ヱ
サ

一‘，E
h
t
k
Mぷ
E
f
v
S
4
E
M
t

・NK
1
r
4

一m

・ぷ一一
h
L
1
Z副

uf
当、一‘
Er--avd-T1
・fJ
、』一三て
J

h

a

‘
1

p

・司・

御
護
美
可
被
下
之
候
係
、
狩
捕
候
猪
之
尾
夫
々
奉
行

迄
可
相
建
候
。
』
と
あ
る
。

ヰ
ノ
シ
シ
ヅ
カ
猪
塚
河
北
郡
杉
瀬
の
部
務
か

ら
東
方
四

O
O米
に
在
る
。
高
さ
一
米
一
一
、
径
三
九

程
の
岡
柱
拭
の
碑
で
、
前
面
と
右
方
と
に
強
字
を
刻

し
、
左
方
に
『
厨
修
一
切
衆
替
業
利
盆
一
切
衆
生
故

口
口
鑓
皆
正
廻
口
除
生
死
冥
詩
提
、
安
永
六
年
丁
酉

一
一
周
十
五
日
金
剛
悌
子
沙
弼
義
遺
書
』
と
あ
る
。
一
一
一

州
奇
談
に
、
竹
橋
猪
塚
は
安
永
三
四
年
の
頃
滞
か
ら

野
猪
を
獲
る
者
に
貧
賜
す
る
と
の
令
が
あ
っ
た
が
、

五
年
大
容
の
震
に
捕
獲
せ
ら
れ
る
も
の
政
千
に
及
ん

だ
の
で
、
そ
の
尾
を
謹
と
し
て
褒
美
の
米
穀
を
受
け
、

後
壌
に
徳
め
て
砕
を
立
て
た
の
で
あ
る
と
記
す
る
。

こ
L
に
竹
橋
と
あ
る
は
杉
瀬
の
-
説
で
あ
り
、
安
永
三

四
年
と
い
ふ
は
五
年
十
ご
周
で
あ
っ
た
筈
だ
。

ヰ
ノ
ハ
ナ
猪
ノ
鼻
刈
汁
羽
咋
郡
牛
下
の
部

宮
前
か
ら
西
南
に
在
る
岬
。

ヰ

ノ

ヒ

ラ

猪
J

平
一
万
鳳
京
都
矢
披
の
内

の
小
字
。

ヰ
ノ
ヒ
ラ
ヤ
マ
井
平
山
鳳
京
都
小
垣
の
部
務

か
ら
北
方
に
在
る
山
。
商
さ
二
一
九
米
。
地
質
第
三

紀
層
。

キ
ノ
マ
キ
キ
ヨ
井
野
牧
清
初
め
て
前
凶
利
長

に
召
抱
へ
ら
れ
て
、
百
五
十
石
を
領
し
た
。
そ
の
子

小
右
衛
門
新
知
三
百
石
を
賜
は
り
、
母
の
氏
石
黒
を

帯
し
た
。
小
右
衛
門
の
家
は
一
一
一
代
で
断
絶
し
た
が
、

そ
の
弟
瀬
兵
衛
は
別
に
新
知
二
百
石
を
受
け
、
子
孫

務
に
世
襲
す
る
0

・

ヰ
ノ
マ
タ
ト
ヨ
Z

モ
ン
猪
俣
盟
右
衛
門
機
百

六
十
石
、
定
番
御
馬
廻
組
に
班
し
、
延
費
八
年
定
機

地
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
事
保
七
年
授
。
七
十
五
歳
。

子
mm務
に
悦
捜
す
る
。

キ
バ
ヤ
シ
井
林

珠
洲
榔
終
念
の
内
の
小
宰
。

ヰ
プ
タ
ゐ
ぶ
た
鳳
至
郡
小
泉
の
内
の
小
字
。

キ
ム
シ
ロ
薗
鑑
能
美
郡
小
松
附
近
に
産
す
る
。

口
一
碑
に
青
竹
村
の
鐙
屋
消
右
衛
門
が
大
野
地
内
で
天

然
閥
草
を
褒
見
し
、
之
を
移
航
培
養
し
て
製
織
し
た

に
起
る
と
い
ふ
が
、
事
貨
か
否
か
判
明
せ
ぬ
。
喰
早

期
の
閥
草
栽
培
地
が
神
・
不
動
烏
・
打
越
・
若
杉
・
八
嶋

で
あ
り
、
慶
長
六
年
以
来
夫
役
に
代
へ
て
盤
の
去
を

納
め
た
こ
と
は
、
間
十
七
年
十
二
周
廿
五
日
附
前
川

利
常
の
判
替
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
是
等
の
諸
村
で

製
織
し
た
も
の
を
五
ケ
表
と
も
小
松
去
と
も
都
し
、

利
常
の
産
業
奨
励
に
伴
う
て
、
機
H
H
の
改
良
と
共
に

盆
良
質
の
も
の
を
産
出
す
る
に
歪
り
、
元
職
中
の
郡

上
に
は
、
前
記
r
A
T村
の
外
北
浅
井
村
が
年
中
控
表

英
蕗
を
製
す
る
と
も
あ
る
。
爾
後
加
賀
滞
は
表
検
役

を
置
い
て
粗
製
濫
遣
の
弊
を
戒
め
、
叉
他
の
附
近
諸

村
に
も
停
摘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヰ
モ
ロ
ア
ゲ
ザ
方
井
守
上
坂
臨
軍
部
七
浦
庄

に
属
す
る
部
帯
。

キ
モ
日
ポ
リ
守
宮
城
金
抑
城
の
商
南
本
丸
下

か
ら
、
玉
泉
院
丸
の
外
ま
で
辿
約
し
た
強
桜
を
い
ふ
。

名
義
は
詳
か
で
な
い
が
、
多
く
守
宮
が
厨
た
か
ら
で

あ
ら
う
。
今
関
立
て
L
遊
山
町
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ヰ
ヲ
ジ
ヰ
キ
品
ウ
猪
尾
窮
休
鍛
留
で
、
元
総

九
年
百
蕊
十
.
石
を
奥
へ
ら
れ
、
元
文
五
年
七
十
九
践

を
以
て
夜
。
養
子
を
願
出
た
が
、
手
約
不
正
の
矯
跡

目
は
詐
さ
れ
な
か
っ
た
o

ヱ
ヱ
サ
シ
餌
指
滞
政
中
指
し
竿
で
殴
の
伺
料
に

舘
て
る
小
向
摘
を
捕
獲
す
る
者
を
い
ひ
、
麗
長
十
年
前

九
三
一


